
仕
し

 事
ごと

 歌
うた

 
 さまざまな労働作業から生まれた歌を仕事歌といいます。実際

じっさい
の作業の中で歌

われることはほとんどなくなりましたが、今でも人びとの間
あいだ
で歌いつがれていま

す。 
 
●田畑などで行う仕事に関する歌 
→教科書58ページ「かりぼし切り歌」 
田植えをするときに歌った田植え歌、草をかるときに歌った草かり歌などがあ
ります。 
 
●海や川で行う仕事に関する歌  
→教科書58ページ「ソーラン節」、教科書61ページ「網

あみ
のし歌」 

北海道で行われていたニシン漁のときに歌ったニシン漁の歌、漁
ぎょ
場
じょう
で行われた

作業のときに歌った網
あみ
歌などがあります。 

 
●山で行う仕事に関わる歌 
のこぎりで木をひくときに歌った木

こ
びき歌、たきぎにする小

こ
枝
えだ
を切ったり集め

たりするときに歌った柴
しば
かり歌などがあります。 

 
●交通や運送の仕事に関わる歌 
 →教科書60ページ「音おん戸どの舟歌ふなうた

」、教科書61ページ「鈴
すず
鹿
か
馬子
ま ご
歌」 

馬をひいて荷物を運んでいた馬子
ま ご
たちが歌った馬子歌、船をこぐ船頭

せんどう
たちが歌

った舟歌、大木
たいぼく
や岩を大ぜいで運ぶときに歌った木

き
やり歌などがあります。 

 
●その他の仕事に関わる歌 
家を建てるときなどに行う土

ど
台
だい
を固める作業で歌った地

じ
つき歌、お酒をつくる

ときに歌った酒
さけ
づくり歌などがあります。 

 
 



おどり歌  

おどり
．．．

をともなって歌う歌をおどり歌といいます。盆踊
ぼんおど
りで歌われる盆踊り歌が

その代表的なものです。 
 

【日本各地に伝わるおもな盆踊り歌】  →教科書60ページ「佐渡さ ど
おけさ」 

花笠
はながさ
音
おん
頭
ど
（山形県）／会

あい
津
づ
磐梯
ばんだい
山
さん
（福島県）／八木

や ぎ
節
ぶし
（群

ぐん
馬
ま
県・栃木県）／ 

日光
にっこう
和
わ
楽
らく
おどり（栃木県）／秩

ちち
父
ぶ
音頭（埼玉県）／東京音頭（東京都）／ 

縁
えん
故
こ
節（山梨県）／木曽

き そ

節（長野県・岐阜県）／郡
ぐ
上
じょう
節（岐阜県）／ 

越中
えっちゅう

おわら節（富山県）／三
み
国
くに
節（福井県）／江州

ごうしゅう
音頭（滋賀県）／ 

福
ふく
知
ち
山
やま
音頭（京都府）／河

かわ
内
ち
音頭（大阪府）／デカンショ節（兵庫県）／ 

阿波
あ わ
よしこの（徳島県）／炭坑

たんこう
節（福岡県）／鶴崎

つるさき
踊
おどり
（大分県） 

 
  
 

座
ざ

 興
きょう

 歌 
 →教科書61ページ「牛深うしぶか

ハイヤ節」、「江
え
差
さし
追分
おいわけ
」 

えん会などの席で、場
ば
の雰
ふん
囲
い
気
き
をもり上げたり和

なご
ませたりするために歌った歌

を座興歌といいます。 
「牛深ハイヤ節」（教科書61ページ）は、もともと牛深

うしぶか
港に立ち寄った船乗りたち

に親しまれていた歌です。その後
ご
日本中に広がり、各地に伝わる「ハイヤ節」

「あいや節」「おけさ」などのルーツになったといわれています。 
「江差追分」（教科書61ページ）は、もともと長野県で歌われていた馬子

ま ご
歌だった

といわれています。北海道に伝わってさまざまな人たちによって歌いつがれ、約
100年前、旋律

せんりつ
や歌詞

か し
が今のような形に定着しました。現在

げんざい
では、毎年秋に「江

差追分全国大会」が行われ、日本を代表する民謡
みんよう
のひとつとして知られています。 

  



祝
いわ

 い 歌 
 →教科書60ページ「祝いめでた」、教科書61ページ「宮みや城ぎ長持ながもち

歌」 

 新年、婚礼
こんれい
、新築
しんちく
などのときに、これからの幸せを願って歌う歌や、豊作

ほうさく
や大
たい

漁
りょう
を感謝
かんしゃ

して歌う歌などを祝い歌といいます。 
 歌詞

か し
の内容

ないよう
はめでたく、曲の雰

ふん
囲
い
気
き
はゆったりとして格

かく
調
ちょう
の高いものが多いの

がとくちょうです。 
 
 
 
 

子
こ

 守
もり

 歌 
 →教科書56ページ「子もり歌」    、教科書60ページ「月ぬ美かいしゃ」 

子どもを眠
ねむ
らせたり遊ばせたりするときの歌を子守歌といいます。「江戸

え ど
子守

歌」という名前でも知られている「子もり歌」（教科書56ページ）の    は、眠ら
せ歌の代表的なものです。 
また、「月ぬ美

かい
しゃ」（教科書60ページ）のように、子守りをするために働いてい

た少女が歌っていた歌もあります。 
 
 

監修：森重行敏（洗足学園音楽大学客員教授） 
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